
生活科学 
センター 
だより 

モ
バ
イ
ル
通
信
契
約
 

必
要
か
ど
う
か
よ
く
考
え
て
 

〔
相
談
〕 

　
「
光
回
線
を
利
用
し
て
い
る
か
」

と
電
話
が
あ
り
、
利
用
し
て
い
る

と
答
え
る
と
、
「
通
話
料
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
料
が
月
８
千

円
以
上
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
が

電
話
回
線
を
変
更
す
れ
ば
２
千
円

は
安
く
な
る
」
と
説
明
が
あ
り
、

契
約
し
た
。
３
日
前
に
携
帯
電
話

の
よ
う
な
機
器
が
届
い
た
。
ど
う

や
ら
無
線
で
利
用
す
る
よ
う
だ
が

そ
の
よ
う
な
説
明
は
一
切
な
か
っ

た
。
以
前
、
地
形
的
に
無
線
機
器

の
利
用
は
難
し
い
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
契
約
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る

だ
ろ
う
か
。 

（
５０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
特
定
商
取
引

法
が
適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
電
話

勧
誘
で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
当
セ
ン
タ
ー
で
同
封
の
書
類
を

確
認
す
る
と
、
機
器
到
着
後
、
８

日
以
内
に
代
理
店
に
連
絡
す
れ
ば

契
約
の
取
消
し
が
で
き
る
と
書
い

て
あ
っ
た
の
で
、
電
話
を
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
を
含
め
９

日
間
も
休
み
だ
と
音
声
案
内
が
流

れ
、
代
理
店
に
連
絡
が
つ
か
な
い

た
め
、
通
信
事
業
者
に
連
絡
し
て

機
器
の
返
送
先
と
契
約
の
取
消
し

を
求
め
ま
し
た
。 

　
相
談
者
に
は
、
解
約
通
知
の
は

が
き
を
送
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
相
談
者
は
回
線
を
変
え
る
だ
け

と
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

実
際
は
電
話
回
線
と
は
全
く
別
の

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
の
申
込
み

で
、
代
理
店
の
説
明
不
足
だ
と
思

わ
れ
ま
し
た
。 

　
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
規
制
す
る
電

気
通
信
事
業
法
で
は
、
提
供
条
件

の
電
話
に
よ
る
説
明
の
後
、
遅
滞

な
く
書
面
交
付
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
契
約
内
容
や
サ
ー
ビ
ス

内
容
が
複
雑
な
場
合
が
多
い
の
で
、

自
分
の
利
用
目
的
に
合
っ
た
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
原
則
と
し
て
、
契
約
は
口
頭
で

も
成
立
す
る
の
で
、
家
族
や
周
囲

の
人
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
十
分

検
討
し
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ

ず
、
不
要
な
場
合
は
、
は
っ
き
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。 

 〔
モ
バ
イ
ル
通
信
っ
て
何
？
〕 

　
外
で
も
移
動
中
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
き
る
環
境
の
こ
と
で
す
。 

　
モ
バ
イ
ル
と
は
英
語
で
「
移
動

で
き
る
、
持
ち
運
べ
る
」
と
い
う

意
味
で
、
モ
バ
イ
ル
通
信
と
は
、

ケ
ー
ブ
ル
を
使
わ
ず
電
波
を
利
用

し
た
通
信
サ
ー
ビ
ス
で
、
通
信
可

能
エ
リ
ア
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。 

　
し
か
し
、
利
用
す
る
に
は
通
信

機
器
が
必
要
で
、
利
用
方
法
や
料

金
形
態
が
複
雑
な
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
従
来
の
携
帯
電
話
も
モ
バ
イ
ル

通
信
の
ひ
と
つ
で
す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　　中核センター 
　　　相談員です 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び 

主
任
児
童
委
員
が
改
選 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
が
任
期
満
了
に
よ
り

全
国
一
斉
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２５
年
１２
月
１
日
か
ら
平
成
２８

年
１１
月
３０
日
ま
で
の
３
年
間
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
各
地
域

で
活
動
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
福
祉
課
） 

●福崎町民生委員・児童委員● 
（Ｈ２５．１２．１～Ｈ２８．１１．３０） 

●主任児童委員● 
（Ｈ２５．１２．１～Ｈ２８．１１．３０） 

（敬称略） 

担当区 

長 目  

中 島  

上中島 

西光寺 

西光寺 

西光寺 

八反田 

吉 田  

西 野  

井ノ口 

北 野  

辻 川  

辻 川  

田 尻  

田 尻  

大 門  

大 門  

加治谷・亀坪 

氏　名 

赤　松　香南枝 

松 岡 隆 子  

北　　　美智代 

田 中 初 美  

塚 本 溢 美  

末 平 　 守  

多　田　多美子 

横 野 光 代  

藤　井　由起子 

諌 山 繁 幸  

埴 岡 國 利  

鈴　木　まき子 

釜　坂　眞理子 

梶　原　美由紀 

多　田　八千代 

三 輪 正 和  

清 水 道 博  

埴 岡 照 子  

担当区 

田原校区 

八千種校区 

福崎・高岡校区 

氏　名 

鈴 木 和 美  

岡　本　真紀子 

小 國 整 子  

担当区 

南大貫 

東大貫 

西大貫 

余 田  

小 倉  

　庄　 

　庄　 

鍛治屋 

新 町  

新 町  

新 町  

馬 田  

馬 田  

馬 田  

山 崎  

山 崎  

山 崎  

駅 前  

氏　名 

尾 上 定 信  

鎌 谷 幸 子  

吉 識 秋 光  

牛 尾 春 美  

青 山 英 美  

馬 淵 孝 彦  

細　尾　佐智子 

上 田 　 惠  

鬼 本 　 智  

志 水 和 子  

田 中 一 郎  

森　藤　眞由美 

松 岡 隆 實  

長　田　さつ子 

安 田 通 代  

松 本 昭 仁  

三 木 良 子  

藤 村 惠 子  

担当区 

駅 前  

駅 前  

福 田  

福 田  

福 田  

田 口  

板 坂  

　桜　 

長 野  

神 谷  

西 谷  

西 治  

西 治  

高 橋  

氏　名 

福 島 正 美  

林 　 和 信  

大 杉 豊 子  

山 下 慎 一  

北 山 和 代  

城　井　佐知子 

五十嵐　直　子 

世 良 紀 子  

川　端　日出代 

藤 井 和 子  

大 畑 久 美  

上　西　佐代子 

蕗 原 毬 子  

水 谷 正 美  

６ 



私
　
の
　
夢 

　
今
年
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
　

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
「I h

a
ve
 a
 

d
re
a
m

」
と
題
す
る
長
い
文
章

の
見
事
な
暗
唱
を
聴
き
ま
し
た
。 

　
私
に
も
夢
が
あ
り
ま
す
。
日

本
の
「
平
和
立
国
、
教
育
立
国
」

が
私
の
夢
で
す
。 

　
い
ま
日
本
で
は
、
現
憲
法
下

で
進
め
て
き
た
民
主
主
義
・
平

和
主
義
・
基
本
的
人
権
の
尊
重

の
趣
旨
を
大
き
く
変
え
、
軍
隊

を
持
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
下

に
入
り
、
世
界
各
国
に
軍
事
展

開
で
き
る
国
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

　
こ
の
動
き
は
、
憲
法
を
守
り
、

そ
の
精
神
を
町
政
に
生
か
し
、

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
す
る
私
に
と
っ
て
は
、

大
変
心
配
な
動
き
で
す
。 

　
城
だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
残
り
焼

野
原
に
な
っ
た
姫
路
の
街
が
今

の
よ
う
な
繁
栄
し
た
姿
に
な
る

こ
と
な
ど
、
想
像
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　
復
興
の
要
因
は
、
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が

国
政
の
主
人
公
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
一
生
懸
命
に
働
い
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
貴
重
な
教
訓
は
、
日
本

だ
け
の
も
の
に
せ
ず
、
全
世
界

に
発
信
す
る
大
切
な
宝
物
で
す
。 

戦
争
を
仕
掛
け
て
、
二
度
も
原

爆
被
害
を
受
け
、
敗
戦
に
よ
っ

て
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た

日
本
こ
そ
、
戦
争
の
愚
か
さ
を

説
き
、
平
和
が
安
全
安
心
の
国

づ
く
り
の
基
礎
で
あ
る
と
提
唱

す
る
資
格
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
幸
い
日
本
は
経
済
大
国
で
あ

り
、
教
育
制
度
が
確
立
し
、
技

術
水
準
も
高
い
国
で
す
。 

　
国
の
予
算
で
軍
事
関
連
の
予

算
は
５
兆
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
を
福
祉
教
育
に
使
う

な
ら
、
か
な
り
の
こ
と
が
実
行

で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
、
教
育
・
研
究

に
励
み
、
成
果
は
公
開
を
原
則

に
し
て
い
け
ば
、
き
っ
と
日
本

は
、
世
界
か
ら
警
戒
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
尊
敬
さ
れ
る
国
に

な
る
と
思
い
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

７ 

　平成１２年度から始まった介護保険制度は、３
年ごとに制度や保険料の見直しを行い、要介護
者を社会全体で支える仕組みとして定着してき
ています。 
　このたび、平成２７年度４月から始まる新しい「第
６期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画」の
策定と平成２６年度に実施する介護予防事業の対
象者把握のためのアンケート（実態把握）調査を
行います。 
　福崎町の高齢者福祉サービ
スの向上、介護保険の健全な
運営のためにできるだけ多く
の方のご意見を反映させたい
と思いますので、ご協力をお
願いします。 
調査対象者　６５歳以上の方 
　　　　　　（平成２５年１１月１日現在） 
配布日　１月１０日（金）から郵送 
回収日　１月２４日（金）まで 
　　　　返信用封筒に入れて返送してください。 
問い合わせ先　介護保険係（内線３５３） 
　　　　　　　地域包括支援センター（内線３５８） 

　福崎町では、地域住民や企業の団体がボラン
ティア活動を通じて自ら公共物（道路や公園）
の清掃美化などの活動を行う「福崎町アドプト
事業」を実施しています。 
　アドプトとは「養子にする」という意味です。
地域のみなさんに育て親となってもらい、美し
いまちづくりをめざすものです。 
　みなさんの参加をお待ちしています。 

問い合わせ先　地域振興課（内線３９２） 
 
★私たちアドプト事業に参加しています★ 

余田アドプト事業推進グループ 
　私たち「こすもすの会」は、八千種地区の町
道脇に手作りのプランターを設置して、年に２
回の花の植え替えと管理、２か月に１回の余田
地区内の道路や水路脇のごみ・缶拾いを実施し、
景観をよくする取り組みをしています。プラン
ター近くに水源がないため、夏場の水やりに苦

労していますが、
きれいな花を観
たり、美化活動
をするたびにご
み・缶が減って
いくのがうれし
いです。 

高齢者福祉・介護保険事業計画、 
介護予防事業対象者把握に関する 
アンケートにご協力を　　　　　 

アドプト事業に取り組みませんか？ アドプト事業に取り組みませんか？ アドプト事業に取り組みませんか？ 

第９回イングリッシュ フェスティバル 
あいさつ（１１月３日） 



日時　１２月２１日（土） 
　　　１０：３０～１２：００ 
☆とんがり帽子をつくろう！ 
☆おはなし会　など 

申込不要 

おはなし会 
12月21日（土） 
クリスマス会にて 

えほんのじかん 
1月8日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

12月21日（土） 
14：00～ 

「世界名作劇場 
ナンとジョー先生（後編）」 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊　　児童書3冊 
「ホテルローヤル」　　　桜木　紫乃 
「ファミレス」　　　　　重松　　清 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（１２月２１日～１月８日） 

＊12月14日～27日は 
　20冊・4週間の貸出しになります。 

　福崎町名誉町民である吉識雅夫の顕彰を図る

とともに、子どもたちの自然科学に対する興味、

関心、意欲を高めることを目的に、優れた研究、

観察、制作を行った町内小中学生に対して吉識

雅夫科学賞を贈っています。 

　受賞作品を子ども科学展で展示していますので、

どうぞご覧ください。 

期　間　１２月７日～２２日（図書館の休館日を除く） 

　　　　１０：００～（図書館の開館時間） 

場　所　図書館 

第６回吉識雅夫科学賞と 
子ども科学展のお知らせ 
第６回吉識雅夫科学賞と 
子ども科学展のお知らせ 

～保育所入所児童の保護者のみなさんへ～ 

多子世帯保育料軽減制度の案内 
　子育て家庭の支援を通じて、子どもを生みやすい

環境づくりを推進するため、保育所入所児童の保育

料の一部を助成し、多子世帯における経済的負担の

軽減を図る制度が本年度も兵庫県で実施されます。

この制度を受け、福崎町では対象世帯に軽減額を助

成します。 

＜助成対象世帯＞ 

　同一世帯で１８歳未満の子どもが３人以上いて、か

つ第３子以降の子どもが現在保育所に通っている世

帯 

※１８歳未満の子どもとは、平成７年４月２日以降生

まれの子どもです。ただし、結婚や就職等により

該当しない場合もあります。 

＜所得要件＞ 

　世帯の前年の所得税合計額が９６,６００円以下の世帯 

※福崎町の保育料徴収基準額表で第２階層から第４

階層に該当し、保育料が次の世帯 

　・３歳未満で３０,０００円以下 

　・３歳以上で２７,０００円以下 

＜助成する金額＞ 

　月額５，０００円を超える保育料に対して 

　●３歳未満児は、月額５，５００円を限度 

　●３歳以上児は、月額４，０００円を限度 

※保育料が月額５,０００円以下の場合は助成対象外 

※年齢は平成２５年３月３１日現在 
 

★該当者には１月に申請書を提出していただき、３

月までの保育料納付が確認できた後、３月末に軽

減額を助成します。 

日時　１月５日（日）１０：３０～１２：００ 
図書館でお正月あそびをしましょう。 

申込不要 

日　時　１２月２６日（木）１０：３０～ 

場　所　メディアルーム 

持ち物　習字道具 

汚れてもいい服で来てください 

要申込 

８ 



 ◆変更前：平成２５年１２月３１日まで 

①納期限の翌日から１か月を経過するまでの期間 

　税額×年４.３％（※１）×延滞日数／３６５日 

②納期限後１か月を経過した期間 

　税額×年１４.６％×延滞日数／３６５日 

（※１）延滞金の割合は、「各年の前年の１１月３０日

における日本銀行法第１５条第１項１号の規定によ

る商業手形の基準割引率＋４％」または「７.３％」

のうちいずれか低い割合が適用されています。 

（※３）特例の割合が本則の割合を超

える場合は、本則の割合とします。 

（※４）現行の特例は平成１２年１月１

日～平成２５年１２月３１日の延滞金に

適用します。 

（※５）平成２６年中の特例基準割合は

「１.９％」の見込みです。 

問い合わせ先 

　税務課　収納係（内線３４２・３４３） 

　納期限までに税金を完納されない場合に課される延
滞金について、計算方法の見直しが行われました。平
成２６年１月１日以降の延滞金について適用されます。 

 ◆変更後：平成２６年１月１日から 

①納期限の翌日から１か月を経過するまでの期間 

　税額×（特例基準割合（※２）＋１.０％）×延滞日数／３６５日 

②納期限後１か月を経過した期間 

　税額×（特例基準割合（※２）＋７.３％）×延滞日数／３６５日 

（※２）特例基準割合とは、国内銀行の貸出約定平均金

利（新規・短期）の前々年１０月～前年９月における平均

の割合として各年の前年１２月１５日までに財務大臣が

告示する割合に、年１％を加算した割合をいいます。 

平成２６年１月１日から 
延滞金の計算方法が変わります 

　東日本大震災の教訓を踏まえた緊

急防災・減災事業を推進するため、

平成２６年度から平成３５年度までの

各年度分の個人住民税の均等割の税

率が年額１,０００円（県民税５００円、市

町村民税５００円）引き上げられま

す。引上げ分の税収は、津波インフ

ラ整備事業、地震対策インフラ整備

事業、風水害対策緊急整備等の財源

に充当されます。 

個人住民税の均等割の税率引上げ 

○延滞金の割合の変更内容 

納期限後 
１か月以内 

商業手形の基準 
割引率＋４.０％ 

特例基準割合 
＋１.０％ 

特例基準割合 
＋７.３％ 

本則 
（※３） 

７.３％ 

１４.６％ 

４.３％ 

１４.６％ 

２.９％ 

９.２％ なし 

現行の特例 
（H２５.１２.３１まで） 
（※４） 

平成２６年中の 
延滞金の割合 
（※５） 

平成２５年中の 
延滞金の割合 

改正後の特例 
（H２６.１.１以降） 

納期限後 
１か月を経過 

県民税 

市町村民税 

１,０００円 

３,０００円 

８００円 

－ 

１,８００円 

３,０００円 

１,５００円 

３,５００円 

８００円 

－ 

２,３００円 

３,５００円 

平成２５年度分まで 

超過課税 

（県民緑税） 
計 標準税率 

平成２６年度分から 

超過課税 

（県民緑税） 
計 標準税率 

平成２３年度改正　平成２６年度から実施 

　個人の白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不

動産所得または山林所得の合計額が３００万円を超える方に必要とされ

ていた記帳と帳簿書類の保存が、これらの所得を生ずべき業務を行う

すべての方（所得税の申告の必要がない方を含みます。）について、

平成２６年１月から同様に必要となります。 

平成２６年１月から 
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大 　記帳・帳簿等の保存制度や記帳

の内容の詳細は、国税庁ホームペ

ージ（http://www.nta.go.jp）に

記載されていますので、ご覧くだ

さい。詳しくは、最寄りの税務署

にお問い合わせください。 

９ 

問い合わせ先　税務課　住民税係（内線３４５） 


